
公民  科目 公共
教 科： 科 目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 7 組

教科担当者：

使用教科書： （ 教科書 教育図書『高等学校 公共』 副教材 教育図書『高等学校 公共 ワークノート』 ）

使用教材： （ ）

科目の目標

国家及び社会の形成者として，よりよい社会の実現を視野に，現代の諸課題を主体的に解決しようとしている。 

評価規準：

1

組

2

組

3

組

4

組

5

組

6

組

7

組

公共 2

【思考力，判断力，表現力等】

【学びに向かう力，人間性等】

高等学校 令和５年度（２学年用）    教科
公民

【知識・技能】 【思考・判断・表現】 【主体的に学習に取り組む態度】

（７組：舟山）

プリント、スマートスクール端末

【 知 識 及 び 技 能 】

（１組：舟山） （２組：田辺） （３組：舟山） （４組：舟山） （５組：田辺） （６組：舟山）

現代の諸課題を捉え考察し，選択・判断するための手掛かりとなる概念や理論について理解しているとともに，諸資料から，倫理的主体などとして活動する

ために必要となる情報を適切かつ効果的に調べまとめている。

現実社会の諸課題の解決に向けて，選択・判断の手掛かりとなる考え方や公共的な空間における基本的原理を活用して，事実を基に多面的・多角的に考察し

公正に判断したり，合意形成や社会参画を視野に入れながら構想したことを議論したりしている。

【公共への扉】

〇存在意義を考察することができる。

〇ヘーゲルの弁証法，アダム・スミスの自

由放任，ロールズの格差原理などの概念を

理解している。

〇現代の社会問題を理解している。

・公共的空間

・ヘーゲル、アダムスミス、ロールズ等の思想家

・ベンサムとミルの功利主義の相違について

・仏教、キリスト教、イスラム教の特徴

・水俣病、地球温暖化、医療問題

・世界の先進国と日本のエネルギー政策の違い

〇 〇

現代の諸課題を捉え考察し，選択・判断するための手掛かりと

なる概念や理論について理解しているとともに，諸資料か

ら，倫理的主体などとして活動するために必要となる情報を

適切かつ効果的に調べまとめている。

現実社会の諸課題の解決に向けて，選択・判断の手掛かりと

なる考え方や公共的な空間における基本的原理を活用して，

事実を基に多面的・多角的に考察し公正に判断したり，合意形

成や社会参画を視野に入れながら構想したことを議論した

りしている。

国家及び社会の形成者として，よりよい社会の実現を視野に，

現代の諸課題を主体的に解決しようとしている。

学

期
月 具体的な指導目標

アキルスタンダード

（指導項目・内容）
知 思 態 評価の方法

実績（実施日） 配

当

時

間

評

価

学習に取り組む状況

ふりかえりの状況 １００％

評価方法と割合：

6

5

〇公正，公平についての考え方が立場の違

いによりそれぞれ異なることを理解させ

る。

〇法の下の平等，自由権，社会権などの基

本的人権は全ての人間が持っており，憲法

がそれを保障していることを学ぶ。

・政治の意思決定や合意形成の方法

・大日本帝国憲法と日本国憲法の相違点

・国民主権，基本的人権の尊重，平和主義，憲法の３

つの基本原理

・大学入試の公正・平等について形式的平等，実質的

平等，法の下の平等，社会に与える影響

〇

〇

・確認テスト

・小テスト

・提出物の内容

・ふりかえりの状況

・学習に取り組む状況

6〇 〇

・確認テスト

・小テスト

・提出物の内容

・ふりかえりの状況

・学習に取り組む状況

4

6

7

【テーマ学習】

〇女性の雇用状況が変化していることを理

解する。

〇成年年齢の引き下げを基に、消費者の権

利を理解する。

〇契約の基礎的な知識を身に付ける。

・雇用格差、男女雇用機会均等法

・消費者保護基本法、未成年者取消権

・消費者契約法

・問題商法と契約

・民法

・消費と経済活動

〇

〇

・確認テスト

・小テスト

・提出物の内容

・ふりかえりの状況

・学習に取り組む状況

6

〇男女平等参画社会の実現のために，何が

必要なのかを考えさせる。

〇ヘイトスピーチと「表現の自由」が緊張

関係にあることについて理解する。

〇社会が法やマナー，道徳などのルールに

より維持されていることを理解する。

・アファーマティブ・アクションの意義

・ヘイトスピーチはどのような言動を指すのか

・通時的正義の考え方

・日本の法体系，法の分類，法の対象について

・法と道徳との相違点について

・「法の支配」と「法治主義」の相違点

〇 〇

8〇 〇

・確認テスト

・小テスト

・提出物の内容

・ふりかえりの状況

・学習に取り組む状況

6

1

0

【現代社会の諸課題 政治】

〇選挙の仕組みを学び，さまざまな制度が

なぜ必要とされるのかを考察する。

〇国会が国政の要であることを理解する

〇地方自治では、様々な直接民主制が採用

されていることを理解させる。

・選挙制度と違憲立法審査権

・普通選挙、平等選挙、直接選挙、秘密選挙

・表現の自由，知る権利と政党政治の関連

・国会の仕組みや立法手続き，行政組織，三権均衡

・二元代表制，直接請求権

・地方自治の課題

〇

〇

・確認テスト

・小テスト

・提出物の内容

・ふりかえりの状況

・学習に取り組む状況

9

【現代社会の諸課題 法】【テーマ学習】

〇三権分立において司法権の果たしている

役割を理解させる。

〇裁判員制度の導入意義，目的と意義を理

解させ，市民が司法参加するさまざまな機

会を考察する。

・三権分立（立法・行政・司法）

・裁判員制度，国民審査，検察審査会制度，被害者参

加制度

・刑事裁判と民事裁判

・刑法と死刑制度

・検察官と被告人の非対称性

〇 〇

〇 〇

・確認テスト

・小テスト

・提出物の内容

・ふりかえりの状況

・学習に取り組む状況

6

【知識・技能】 全体の３分の１ 【思考・判断・表現】 全体の３分の１ 【主体的に学習に取り組む態度】 全体の３分の１

確認テスト ５０％

授業内の発表や小テスト ５０％

確認テスト ５０％

提出物の内容 ３０％

発表等  ２０％

〇

・確認テスト

・小テスト

・提出物の内容

・ふりかえりの状況

・学習に取り組む状況

1

1

〇憲法9条の解釈と日本の安全保障政策の

変遷を理解する。

〇日本の安全保障がどのように変化してき

たかを理解する。

〇核軍縮をめぐる歴史と日本の立場を理解

する。

・憲法９条

・日米安全保障条約，自衛隊の海外派遣，個別的自衛

権，集団的自衛権

・アメリカ同時多発テロ、ウクライナ侵攻

・イスラム過激派と，イスラム文化，イスラム教徒一

般との違い

〇 〇

8

1

2

【テーマ学習】

〇若者の投票率を上げるために何が必要な

のかを考察する。

〇憲法９条と日本の安全保障を両立させる

ためにはどうすればよいか考察する。

〇SDGｓが成立した経緯と，その背景に

ある格差問題について理解する。

・投票率の低下

・主権者教育と学校教育における政治的中立性

・社会保障と高齢者保障

・国内法と国際法の効果

・憲法９条、SEALs、自衛隊

・格差問題とSDGs

・持続可能性

〇 〇 〇

・確認テスト

・小テスト

・提出物の内容

・ふりかえりの状況

・学習に取り組む状況

1

【現代社会の諸課題 経済】

〇日本経済がたどってきた産業構造の変化

を学び，自身の働き方を考える。

〇財政が格差の是正，公共財の提供，景気

の安定など市場経済が招く問題への対処を

目的に行われていることを理解させる。

・ワーク・ライフ・バランス

・AI，ディープ・ラーニング、ベンチャー企業

・働き方、地方移住、テレワーク

・日本型雇用、欧米型成果主義

・税制、財政、公共財、市場経済、金融

・税収と公債発行額の相関関係、公債発行

・第一セクター、第二セクター、第三セクター

〇 〇 〇

・確認テスト

・小テスト

・提出物の内容

・ふりかえりの状況

・学習に取り組む状況

6

6

8

〇 〇 〇

・確認テスト

・小テスト

・提出物の内容

・ふりかえりの状況

・学習に取り組む状況

6

1

学

期

2

学

期

3

【現代社会の諸課題 情報】

【持続可能な社会へ】

〇現代社会が膨大なメディアを介して無数

の情報を受け取るメディア社会であること

を学ぶ。

〇社会の中から課題を見出し，学習してき

た公共的な見方・考え方をはたらかせ課題

解決にむけて協働して取り組む。

・メディア、テレビ、スマートフォン

・ハーバーマスの公共圏

・フィルターバブル

・情報格差

【持続可能な社会へ】においては、社会のなかに課題

を見出し，これまで学習してきた公共的な見方・考え

方をはたらかせ課題解決にむけて協働して取り組むこ

とを狙いとしている。

〇 〇 〇

・確認テスト

・小テスト

・提出物の内容

・ふりかえりの状況

・学習に取り組む状況

2

【テーマ学習】

〇AIの進化は仕事をどう変えるかを考察す

る。

〇望ましい労働環境を考察する。

〇公共事業を民営化すべきかを考察する

〇給食制度の賛否を考える。

〇不正転売は防げるのかを考える。

・ワーク・ライフ・バランス

・AI，ディープ・ラーニング

・働き方、地方移住、テレワーク、勤労観

・日本型雇用、欧米型成果主義

・聖域なき構造改革、郵政民営化

・絶対的貧困と相対的貧困

・市場のメカニズム

 



 科目
教　科： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 7 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

使用教材： （ ）

科目の目標

評価規準：

組 組 組 組 組 組 組

8

【知識・技能】　全体の３分の１ 【思考・判断・表現】　全体の３分の１ 【主体的に学習に取り組む態度】　全体の３分の１

①確認テスト５０％
②授業内の発表や小テスト５０％

①確認テスト５０％
②提出物の内容３０％
③授業内の発表等２０％

〇

ワークシートの記述
提出物
授業内での発表
振り返りシートの記入1

1

・時事問題について経済的視点や政治的視点
など複数の視点から考察する。
・２０２３年４月～８月までの時事問題につ
いて講義と演習を行う。
・２０２３年の時事問題の解説（政治、経
済、社会）。

〇 〇

6

6

8〇

1

0

・時事問題について経済的視点や政治的視点
など複数の視点から考察する。
・２０２３年４月～８月までの時事問題につ
いて講義と演習を行う。
・２０２３年の時事問題の解説（政治、経
済、社会）。

〇

〇

ワークシートの記述
提出物
授業内での発表
振り返りシートの記入9

・時事問題について経済的視点や政治的視点
など複数の視点から考察する。
・２０２３年４月～８月までの時事問題につ
いて講義と演習を行う。
・２０２３年の時事問題の解説（政治、経
済、社会）。

〇 〇

〇 〇

ワークシートの記述
提出物
授業内での発表
振り返りシートの記入

7

・複数のメディアから情報を入手し、まとめ
ることができる。
・２０２３年１月～３月までの時事問題につ
いて講義と演習を行う。
・２０２３年の時事問題の解説（政治、経
済、社会）。

〇

〇

ワークシートの記述
提出物
授業内での発表
振り返りシートの記入6

・複数のメディアから情報を入手し、まとめ
ることができる。
・２０２３年１月～３月までの時事問題につ
いて講義と演習を行う。
・２０２３年の時事問題の解説（政治、経
済、社会）。

〇 〇

〇 〇

ワークシートの記述
提出物
授業内での発表
振り返りシートの記入

4

6

6

①学習に取り組む状況・振り返りの状況１００％

評価方法と割合：

・複数のメディアから情報を入手し、まとめ
ることができる。
・２０２３年１月～３月までの時事問題につ
いて講義と演習を行う。
・２０２３年の時事問題の解説（政治、経
済、社会）。

〇 〇

1

学

期

〇

ワークシートの記述
提出物
授業内での発表
振り返りシートの記入
小テスト

6

5

・複数のメディアから情報を入手し、まとめ
ることができる。
・２０２３年１月～３月までの時事問題につ
いて講義と演習を行う。
・２０２３年の時事問題の解説（政治、経
済、社会）。

〇

〇

ワークシートの記述
提出物
授業内での発表
振り返りシートの記入

具体的な指導目標
アキルスタンダード
（指導項目・内容）

知 思 態 評価の方法

実績（実施日）
配
当
時
間

評

価

1

2

・時事問題について経済的視点や政治的視点
など複数の視点から考察する。
・２０２３年４月～８月までの時事問題につ
いて講義と演習を行う。
・２０２３年の時事問題の解説（政治、経
済、社会）。

〇 〇 〇

ワークシートの記述
提出物
授業内での発表
振り返りシートの記入
小テスト

【知識・技能】 【思考・判断・表現】 【主体的に学習に取り組む態度】

6

①最新の時事について理解を深めることができる。
②必要な情報を適切に選択することができる。

①世の中のニュースに対し、自らの考えを持つこと
ができる。
②世の中のニュース対する自らの考えを適切に表現
することができる。

①世の中で起こっていることに関心を持ち、その事項を
詳しく知ろうとしている。

学

期
月

公民 時事ニュース検定

公民 時事ニュース検定 2

高等学校 令和５年度（２学年用）　　 　教科

【思考力、判断力、表現力等】
世の中のニュースに対し、自らの考えを持つことができる。世の中のニュース対する自らの考えを適切に表現すること
ができる。

【学びに向かう力、人間性等】 世の中で起こっていることに関心を持ち、その事項を詳しく知ろうとしている。

毎日新聞出版『ニュース検定＝公式テキスト&問題集　３・４級』 スマートスクール端末

【 知　識　及　び　技　能 】 最新の時事について理解を深める。必要な情報を適切に選択することができる。

梅林

1

・時事問題について経済的視点や政治的視点
など複数の視点から考察する。
・２０２３年９月～12月までの時事問題につ
いて講義と演習を行う。
・２０２３年の時事問題の解説（政治、経
済、社会）。

〇 〇 〇

ワークシートの記述
提出物
授業内での発表
振り返りシートの記入

6

2

・時事問題について経済的視点や政治的視点
など複数の視点から考察する。
・２０２３年９月～12月までの時事問題につ
いて講義と演習を行う。
・２０２３年の時事問題の解説（政治、経
済、社会）。

〇 〇 〇

ワークシートの記述
提出物
授業内での発表
振り返りシートの記入

6

63

・時事問題について経済的視点や政治的視点
など複数の視点から考察する。
・２０２３年９月～12月までの時事問題につ
いて講義と演習を行う。
・２０２３年の時事問題の解説（政治、経
済、社会）。

〇 〇 〇

ワークシートの記述
提出物
授業内での発表
振り返りシートの記入
小テスト

・社会の諸事象の概略をつかみ、まとめる能
力を養う。
・諸問題をその背景となる社会の仕組みや、
実社会での現れ方を理解できるようにする。
・ニュース検定４級の合格を目指す。

・社会の諸事象の概略をつかみ、まとめる能
力を養う。
・諸問題をその背景となる社会の仕組みや、
実社会での現れ方を理解できるようにする。
・ニュース検定４級の合格を目指す。

・社会の諸事象の概略をつかみ、まとめる能
力を養う。
・諸問題をその背景となる社会の仕組みや、
実社会での現れ方を理解できるようにする。
・ニュース検定４級の合格を目指す。

・社会の諸事象の概略をつかみ、まとめる能
力を養う。
・諸問題をその背景となる社会の仕組みや、
実社会での現れ方を理解できるようにする。
・ニュース検定４級の合格を目指す。

・２０２３年上半期の時事問題を理解する。
・時事問題について調べ学習や討論などを行
い、様々な視点から考察する。
・肯定・批判など自らの立場を明らかにして
意見を述べる。（ディベート、ワールドカ
フェ）

・２０２３年上半期の時事問題を理解する。
・時事問題について調べ学習や討論などを行
い、様々な視点から考察する。
・肯定・批判など自らの立場を明らかにして
意見を述べる。（ディベート、ワールドカ
フェ）

・２０２３年上半期の時事問題を理解する。
・時事問題について調べ学習や討論などを行
い、様々な視点から考察する。
・肯定・批判など自らの立場を明らかにして
意見を述べる。（ディベート、ワールドカ
フェ）

・２０２３年上半期の時事問題を理解する。
・時事問題について調べ学習や討論などを行
い、様々な視点から考察する。
・肯定・批判など自らの立場を明らかにして
意見を述べる。（ディベート、ワールドカ
フェ）

・２０２３年の時事問題を理解する。
・時事問題について調べ学習や討論などを行
い、様々な視点から考察する。
・肯定・批判など自らの立場を明らかにして
意見を述べる。（グループディスカッショ
ン、レポート、回し読み新聞作成）

・２０２３年の時事問題を理解する。
・時事問題について調べ学習や討論などを行
い、様々な視点から考察する。
・肯定・批判など自らの立場を明らかにして
意見を述べる。（グループディスカッショ
ン、レポート、回し読み新聞作成）

・２０２３年の時事問題を理解する。
・時事問題について調べ学習や討論などを行
い、様々な視点から考察する。
・肯定・批判など自らの立場を明らかにして
意見を述べる。（グループディスカッショ
ン、レポート、回し読み新聞作成）

 



令和５年度年間授業計画                                                          東京都立秋留台高等学校 

教科・科目・講座等 公民科・現代社会 ２単位 ３学年 （必修） 

教科書・副教材等 
『高校生の新現代社会（帝国書院）』 

『高等学校 新現代社会ノート（帝国書院）』 
教科担当 梅林、西田 

 

学習の到達目標 
現代社会の基本となる考え方やしくみ、現代社会の代表的な課題について理解する。 

良識ある社会の一員として、よりよい社会の構築にむけて課題を解決していこうとする態度や技能（討論・発表・論述）を身につける。 

 

学

期 
月 学習内容 

進捗状況 

アキルスタンダード 
評

価 
学習のねらい 評価の観点 

配当

時間 
１
組 

２
組 

３
組 

４
組 

５
組 

６
組 

７
組 

一

学

期 

４ 

 

 

 

○ニュースの読み

方・まとめ方 

〇社会情勢 

〇諸課題 

 

 

      

 

○ニュースに親しみ、情報を適切に収集し、読みとり、発表す

ることができる。（例：1分間スピーチ【発表】、新聞の比較【リ

テラシー】、フェイクニュース、知的財産権など） 

・ニュースを理解し記事を適切に読みとり内容をまとめる 

 諸課題分野 

①現代社会の諸課

題について、多面

的に考察する。 

【関心・意欲・態

度】 

（主体的に学ぶ

態度） 

①グループの討

論で自分の意

見を積極的に

述べている。 

②授業での発言

や発表に意欲

的である。 

③ノートやプリ

ントに丁寧に

取り組み、提出

している。 

【思考・判断・表

現】 

①ノートやプリ

ントに自分で

思考・判断した

意見を十分に

記述している。 

②確認テストの

論述問題に自

分で思考・判断

した意見を十

分に論述して

いる。 

【資料活用の技

能】 

①一分間スピー

チに十分に取

り組み、発表し

ている。 

②教科書や資料

集、その他資料

から必要な情

報を読み取り、

学習に生かし

ている。 

 

【知識・理解】 

（知識・技能） 

①小テストやク

イズで学んだ

知識を十分に

生かして取り

組んでいる。 

②確認テストの

知識問題に十

分に理解し、解

答している。 

 

【評価基準】 

確認テスト 

1/3 

平常点 

     2/3 

平常点は 

授業態度、出席、

プリント、小テス

ト等を総合して

算出。 

６ 

５ 

 

 

 

○現代社会の諸課

題と私たちの生

き方 

・青年期 

       ＜現代社会の諸課題と私たちの生き方＞ 

○現代社会の課題を説明することができる。 

・自己形成の課題を考察し、青年としていかに生きるかを自覚

する。 

・現代社会の基礎用語を理解している 

（例：人生で大切なことランキング【討論】、若者世代を名付け

る【討論・発表】など） 

 諸課題分野 

②すすんで社会の

課題を解決して

いこうとする態

度を養う。 

８ 

６ 

 

 

 

○現代の経済生活 

と経済活動 

(1)現代の経済生活 

のしくみ 

       ＜現代の経済生活と経済活動＞ 

○現実の雇用・労働問題について対応を選択・判断することが

できる・ 

・身近な労働問題の課題を理解し、労働法の原則から考察する 

 経済分野 

①労働や雇用の問

題について理解

する。 

８ 

７ 

 

 

 

        ・チームを組んで模擬株式の購入・売買を行い、株価の変動の

基礎を学ぶ。（例：労働問題ケーススタディ【討論】、株式学

習ゲーム【討論】、求人票から社会保障などを学ぶ） 

 経済分野 

②経済生活の諸問

題を自分の生活

と結びつけて考

察する。 

６ 

二

学

期 

９ 

 

 

 

(2)経済活動と私た

ち 

 

       ○企業・金融・財政の役割を簡単に説明することができる 

・企業の資金調達について金融の働きから考察し、法的・社会

的責任について理解する。 

・財政の働きと財政問題を理解し、課題を考察する。 

・経済格差の原因など社会構造や国の在り方考える。 

・経済の基礎用語を理解している。 

（例：、株式学習ゲーム【討論】、国のあり方選択ゲーム【討論】、

など） 

 経済分野 

③企業、金融、政府

の役割について

理解する。 

８ 

10 

 

 

 

(2)経済活動と私た 

 ち 

 

 

       ＜民主社会と倫理と現代の民主政治＞ 

○基本的人権の意義を説明することができる。 

・人間の尊厳と平等に基づく人権について考察する。 

・基本的人権としての自由権、社会権、平等権の考え方を理解

する。（例：ハイジャック機撃墜法案【討論】、人権ランキン

グ【討論】など） 

 政治分野 

①基本的人権の歴

史的意味を理解

し、現代の課題を

考察する。 

 

８ 

11 

 

 

 

○民主社会と倫理 

と現代の民主政    

治 

(1) 個人の尊厳 

       ○民主主義の原理を考察し、政治機構の課題について理解する 

・日本国憲法の意義としての立憲主義について考察する。 

・政治の基礎用語を理解している。 

（例：コンセンサスゲーム【討論】、法案を考える【討論・発表】、 

民主主義の限界【論述】など） 

 ②民主政治の基本

原理を日本の政

治機構と結びつ

けて理解する。 

８ 

12 

 

 

 

(2)民主政治の 

基本原理 

(3)国民の政治参加 

       ○裁判員として多面的に考え、判断することができる。 

・司法制度の基本的なしくみを理解し、裁判員の役割と責任に

ついて考察する。（死刑制度・裁判での人権保障など） 

（例：評議ディスカッション（昔話法廷）【討論】など） 

 ③民主社会の構成

員として、すすん

で政治に参加す

る態度を養う。 

６ 

三

学

期 

１

月

か

ら

３

月

ま

で 

○国際社会と日本

の役割 

(1)国際社会の動向 

(2)国際社会と日本 

 

       ＜国際社会と日本の役割＞ 

○「戦争と平和」について解釈し、意見をまとめることができ

る。 

・核兵器をめぐる現状を理解し、世界の軍縮への取組について

考察する。 

・日本の平和主義（9条）を理解し、国連の役割と国際的な問題

の解決について考察する。 

・国際社会の基礎用語を理解している 

（例：平和についての意見文【論述】など） 

 

 国際分野 

①憲法9条と日本の

平和主義につい

ての基本的な考

え方を理解する 

②国連を中心とす

る国際秩序の基

本的な考え方を

知り、現在の国際

情勢を踏まえ、望

ましい国際社会

と日本の役割に

ついて考察する。 

６ 

通

年 

         ○よりよい社会の構築にむけて課題を解決するための基礎とな

る資質・能力を以下のように育成する（主権者教育） 

① 討論・発表・論述などの学習活動を授業の中心にする。 

② 現実の課題に関するニュースを生徒に説明・発表させる。 

③ 社会へ開かれた関心につながるような外部連携を推進す

る。 

  

＊ 太字については朝の３０分授業（ベーシックⅡ）においても学習 

＊ 評価：Ａ（十分に達成できた）、Ｂ（おおむね達成できた）、Ｃ（不十分であるが達成できた）、Ｄ（達成できなかった） 



 

 

令和５度年間授業計画                                                           東京都立秋留台高等学校 

教科・科目・講座等 公民科・一般社会Ｂ ２単位 ３学年 （自由選択） 

教科書・副教材等 自作プリント 教科担当 舟山 

 

学習の到達目標 
個々の目標とする公務員試験対策を学習し、公務員試験の基礎知識を培う。 
公民分野（経済・政治）を学習し、過去問題に取り組むことで試験に臨むための知識を養う。 
時事問題に関して多面的に考察し、持続可能な社会の形成について意見を持つことができる。 

 

学

期 
月 学習内容 

進捗状況 
アキルスタンダード 

評

価 
学習のねらい 評価の観点 

配当

時間 
１
組 

２
組 

３
組 

４
組 

５
組 

６
組 

７
組 

一

学

期 

４

月

か

ら

７

月

ま

で 

（採用試験ガイダン

ス）各公務員試験の

過去問題及び社会科

学・人文社会の内容

の演習問題 
 

       <公務員採用試験の種類や公務員の仕事内容などの理

解を深める> 
・公務員試験に臨むにあたり、過去の採用状況や試験

内容についての解説を実施し理解を深める。 
・講師を招いて様々な視点からのガイダンスを実施

し、今後どのような学習が必要かを自覚させる。 
 
<公務員試験における社会科学・人文科学分野の演習

を実施し知識を深める> 
・本校生徒の公務員希望者の多くが希望する各採用試

験日程 
1）警視庁試験は、毎年９月と１月に実施 
2）自衛隊一般曹試験は、９月に実施 
3）自衛隊候補生は、年間を通じて応募 
 

・概ね９月に実施される各採用試験に臨むにあたり、

合格できるだけ多くの演習を行う。そのため自宅学

習課題を多く出題していく。 
・試験の内容が幅広いため、個々の内容についての解

説を重視するのではなく、できるだけ多くの過去問

題に取り組み、知識・理解を深めることができる。 

 各種試験で共通してい

る以下の2分野について

基礎基本を説明後、問題

演習を実施する。 
①政治分野 
②経済分野 
 
これらの分野におけ

る演習問題に取り組み、

知識を養うとともに理

解力を高める。 

【関心・意欲・態度】 
（主体的に学ぶ態

度） 
①自宅学習課題（問

題演習）に取り組

み提出している。 
②プリントに丁寧

に取り組み、提出

している。 
 
【思考・判断・表現】 
①プリントに自分

で思考・判断した

意見を十分に記

述している。 
 
②小論文で自らの

意見を簡潔に述

べることができ

ている。また面接

で志望理由など

を述べることが

できる。 
 
【資料活用の技能】 
①資料から必要な

情報を読み取り、

学習に生かして

いる。 
②ネットを活用し

て必要な情報を

読み取り、学習に

生かしている。 
 
【知識・理解】 
（知識・技能） 
①小テストや演習

問題で学んだ知

識を十分に生か

して取り組んで

いる。 
②小テストの知識

問題に十分に理

解し、解答してい

る。 
 
評価の基準 
小テスト等 ３０％ 
平常点等   ７０％ 

２８ 

二 
学 
期 

９

月

か

ら

12
月

ま

で 

小論文・面接に関す

る資料を配布して学

習に取り組む 

       <各採用試験に向けての準備> 
・採用試験について、最終段階の演習問題を行い、知

識の再確認及び傾向と対策についての確認をする。 
・面接にて志望理由等きちんと答えられるようにす

る。 

 ①面接試験にて、志望理

由や仕事内容など対

応できる。 

３０ 

三 
学 
期 

１

月

か

ら

３

月

ま

で 

時事問題について、

自らの意見を説明

し、議論を行う。 

       <時事問題について多面的に考察する。> 
・情報をどのように入手し、判断するのかというメデ

ィアリテラシーを身に付ける。また多面的・多角的に

考察して、自らの意見を書いていく。 

 ①情報の扱いや表記に

気を付けて意見を述べ

ることができる。 
 
②メディアから出され

た情報を多面的・多角的

に考察することができ

る。 

２０ 

＊ 太字については朝の３０分授業（ベーシックⅡ）においても学習    

＊  評価：Ａ（十分に達成できた）、Ｂ（おおむね達成できた）、Ｃ（不十分であるが達成できた）、Ｄ（達成できなかった） 


